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1 はじめに
人々が見ている場所を知ることは，小売店における客

の購買行動の分析や，ディジタルサイネージの広告効果
の測定など様々な用途で有用である．特に，各個人の傾
向ではなく，全体としての傾向を分析したい場合には，
複数の人物が同時に注目している対象を知ることが重要
である．しかし，複数の人物を同時に観測するには広範
囲の映像を撮影する必要があり，各人物画像の解像度は
低くなる．そのため，各人物の高精度な視線情報の取得
は困難となる．
この問題に対し，複数人が同一の対象を同時に注視す

る状況を想定し，集団としての大まかな視線情報の傾向
を分析することによって，集団が注目している対象が存
在する位置を高精度に推定する手法を提案する．本発表
では，画像中の各人物の注目対象位置を推定した低精度
な推定結果を統合することで集団の注目対象位置を精度
良く推定する手法を提案する．

2 提案手法
まず，複数人が同一の注目対象を注視している画像か

ら各人物の顔領域を検出し，各顔画像から注目対象位置
を推定する．そして，得られた各推定結果を統合するこ
とで，集団の注目対象位置を推定する．本発表では，注
目対象の位置推定を，予め定めた 9 つの視標表示位置
（図 1）のいずれかを認識する問題として定式化する．
顔領域の検出には HOG特徴を利用した検出手法 [1]

を用いる．得られた各顔画像を事前に学習した Convo-

lutional Neural Network（CNN）に入力し，それぞれ
の顔画像に対する各注目対象位置の尤度を求める．最後
に，各顔画像に対する注目対象位置の尤度を統合し，最
終的な出力結果とする．具体的には，各顔画像に対する
尤度の平均が最大となる注目対象位置を全体の推定結果
とする．

3 実験
提案手法の有効性を確認するため，注目対象位置の推

定精度に関する評価実験を行った．実験では，注目対象
位置の尤度を統合する人数を増加させた際の認識率の変
化を確認した．
まず，データセットを作成するため，12名の被験者に

よる被験者実験を行った．事前に設定した 6箇所の被験
者位置から，前方に提示された視標を 6名の被験者が同
時に注視している様子を被験者の組み合わせを変えなが

図 1 視標表示位置 図 2 画像例

図 3 実験結果

ら 6,480枚撮影した．視標は，図 1に示す 9箇所にラン
ダムに表示した．撮影した画像例を図 2に示す．各被験
者は全ての被験者位置で撮影した．検出された顔画像サ
イズは 51× 51 ～ 75× 75画素であった．得られた被
験者 12名の顔画像を 6名ずつ CNNの学習データとテ
ストデータに分割した．テストデータに使用した被験者
6名は全ての被験者位置において顔が検出できた被験者
であり，使用した顔画像は各被験者・被験者位置・視標
表示位置の組み合わせごとに 1枚ずつ選んだ 324枚とし
た．統合人数が 7人以上の場合では，仮想的に同じ被験
者位置に複数の被験者が存在する状況を設定し，異なる
位置に座った同一被験者を異なる被験者として扱った．
統合する人数の増加にともなう認識率の変化を図 3に

示す．この結果から，統合を行わない場合（統合人数 1

人）の認識率が約 20%であるのに対し，統合人数の増
加にともない認識率が向上し，統合人数 15人以上では
約 1.8倍となる 36%の認識率を達成できていることがわ
かる．

4 むすび
集団が注目している対象の位置を低解像度顔画像から

高精度に推定する手法について検討した．今後は，推定
結果の統合手法の改善や個人の注目対象位置の推定手法
について検討する予定である．
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